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カリキュラム・マネジメントを基にした授業研究の在り方・進め方の一考察 
 
 
学校力開発分野（18220914）田 中 翔 志 
 
日本の授業研究はレッスンスタディーとして世界的に評価され,教員が共に学び合うシ 
ステムは,指導力の向上と子どもたちの資質・能力の育成に大きな貢献を果たしている。 
一方,授業研究については「他人事」化「非日常」化しているなど様々な課題が指摘され 
事後の協議会の充実や参観する教員の意識改革等が提案されている。本研究の結果から, 
カリキュラム・マネジメント表を用いた授業研究に取り組むことで,授業研究での学びが 
より教員の日常的な実践と子どもたちの資質・能力の育成に繋がる可能性が示された。 
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1 問題の所在と目的 
同僚と共同的に運営していくような日本の伝
統的な授業研究は「レッスンスタディー(Lesson 
Study)」と呼ばれ,教員教育の優れた手法として国
際的に高く評価されている。 
 その特徴として,鹿毛(2017)は以下の 3点を挙げ
ている。1つ目は,教員の日常に密着した「現場第
一主義」の研究であること,2 つ目に,同じ学校に
勤務する同僚同士が学び合う実践コミュニティー
(学び合う共同体としての学校)を基盤としている
こと,3 つ目は,事前,事中,事後といった授業の実
践プロセスに応じたリフレクション的な思考が組
み込まれていることである。また,秋田(2017)は日
本の授業研究の強みとして,①学校全体での取組
②文化的道具(ツール)としての指導案,実践記録
をまとめた研究紀要等の存在,③公開研究会の実
施④教員が協働で学びやすくする学校教育制度の
仕組み,⑤民間教育団体などでの多様な授業研究
の実施を挙げている。こうした日本の授業研究は,
教員の指導力の育成に大きく貢献している。 
一方,授業研究に関しては,課題も示されてい
る。藤本(2017)は,どれだけ授業研究を重ねても授
業実践に対して不全感が募ること,研究というよ
りもむしろ研修にあるようなノウハウを求めよう
とする姿が見られること,授業研究の場が「他人事」
化し「非日常」化してしまうことを挙げている。 
田村(2018)は,このような授業研究の課題を改
善する視点として,意識の転換を挙げている。 
授業研究が率直に議論しあえるような開かれ
た空間となるためには,提案する授業は,普段通り
の授業を行うことが大切だと述べている。特別な
授業を提案しようとする意識ではなく,普段通り
の授業を提案するように意識を改革することで,
授業者だけでなく参観者も授業研究での学びを日
常の継続的な実践につなげることができる。また, 
事後の協議会では,子どもの資質・能力を育成する
授業づくりのために,具体的な事実と子どもの名
前を挙げて語り合うことが重要だとも述べている。 
筆者の授業研究における問題意識もここにあ
る。授業研究での学びが,より教員の日常的・継続
的な指導と子どもたちの資質・能力の向上に繋が
るようにしたい。田村が述べているように,授業研
究会で普段通りの授業を提案するためには,日頃
から子どもたちの資質・能力の育成を目的とした
計画を立案・実践することが必要となる。また, 子
どもたちの資質・能力の育成には,複数の教科を横
断した継続的な指導が重要である。これはまさに
カリキュラム・マネジメント(以下,カリ・マネと
する。)である。したがって,授業研究での学びを
より日々の実践へ繋げるためには,カリ・マネの視
点に立った授業研究が有用ではないかと考える。   
以上のことから，本研究は,一人一人の教員の
日常的な授業実践力の向上に資する授業研究の在
り方・進め方について，アンケート調査とヒアリ
ング調査を実施し,その結果についてカリ・マネの
視点から考察することを目的とする。 
 
2 アンケート・ヒアリング調査の方法と考察 
(1)アンケート・ヒアリングの調査方法 
2018年 11月に県内 7つの小学校の教員 105名
を対象にアンケートを実施し,その後,カリ・マネ
実践校を訪問してヒアリング調査を行った。 
(2)アンケート調査の結果と考察 
 ①質問紙について 
 本研究においては,現状把握(10項目)課題把握 
(7 項目),授業研究に対する期待把握(7 項目)の 3
観点,計 24項目による質問紙調査を行った。 
表 1 質問紙の項目一覧 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②観点ごとの総合得点について 
観点ごとに合計得点を算出し,合計得点を 4 分
割して得点の高い順に A・B・C・Dとした。その後,
カリ・マネの実践年数によって教員を 3つのグル
ープに分け, 合計得点の割合を比較検討した。下
の図 1～3がそれぞれの観点の合計得点について,
回答者の割合を示したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 現状に満足している割合 
 
図 1 は,現在の授業研究にどの程度満足してい
るか尋ねた結果である。カリ・マネ未実施校の教
員より実践校の教員の方が高い満足度を示してい
る。さらに,カリ・マネの実践年数が上がるほど得
点が高くなる結果が得られた。このことから,カ
リ・マネを活用した授業研究を行うことで授業研
究に対する満足度が高まることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 課題を感じている割合 
 
 図 2は,授業研究に対して課題を感じている割 
合を示した結果である。授業研究に対して「ほぼ 
課題なし」と回答した教員の割合がカリ・マネの 
実践年数が上がるにつれて増加している。このこ 
とから,カリ・マネを活用した授業研究を積み重ね 
ることで,授業研究に関する課題が解決されてい 
くことが確認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 授業研への期待の割合 
 
図 3は,授業研究への期待度を尋ねた結果であ 
る。どのグループにおいても「期待大」と「やや
期待する」と回答した割合を合計すると 90％を超
えている。このことから,現場の教員が授業研究に
大きな期待を感じていることが読み取れる。 
③質問項目ごとの比較と考察 
 質問項目ごとにカリ・マネの実践年数と比較し 
て検討を行った。(図 4～6) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 「授業研究会における研修が,自分の実践や
指導力と結びつかない」への回答の割合 
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図 4 は,課題観点の質問項目③「授業研究会に
おける研修が,自分の実践や指導力と結びつかな
い。」について尋ねた結果である。カリ・マネ実
践 3 年目の学校の教員は,50％が課題なしと回答
しているのに対し,未実施の学校の教員は 76％が
課題ありと回答している。つまり, 未実施の学校
の教員は授業研究の学びが,その後の自分の実践
にあまり活かされていないと感じている。この結
果から,カリ・マネに継続的に取り組むことで,授
業研究での学びがその後の継続的な指導・実践へ
より繋がっていく可能性が考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 「事後研では子どもの資質･能力について
協議されることが多い。」への回答の割合 
 
事後の協議会において,子どもの資質･能力に
ついてどの程度議論されているか尋ねた結果が
図 5 である。質問項目は,現状観点の質問⑦「授
業研究会の事後研では子どもの資質・能力につい
て協議されることが多い。」である。結果を見る
と,カリ・マネの実践年数が上がるにつれて,事後
の協議会で子どもの資質・能力が議題となってい
る。この結果から,カリ・マネを活用した授業研
究に継続して取り組むことで,子どもたちの資
質・能力を語り合う事後研へと変化していくこと
が確認された。したがって,カリ・マネを活用す
ることで,より子どもたちの資質･能力の育成へ
繋がる授業研究となっていくことが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 「カリキュラム作成や授業づくりの時間が確保され
る中での授業研究会にしたい。」への回答の割合 
図 6 は,カリ・マネの作成や授業づくりの時間
の確保をどの程度期待するか尋ねた結果である。
どのグループにおいても,カリ・マネの作成や授業
づくりの時間の確保を期待する割合がとても高い。
つまり,現場の教員は授業づくりの時間を今以上
に確保してほしいと切望し,カリ・マネに対しても
高い関心をもっていることがわかった。 
(3)ヒアリング調査についての考察 
 授業研究での学びが日々の実践と結びついてい
るという回答が多かったカリ・マネ実践 3年目の
3校(Ａ・Ｂ・Ｃ校)を訪問し,研究主任にヒアリン
グ調査を行った。 
①日々の授業への生かし方について 
 どのようにして授業研究の学びを日常的な実践
に繋げているのかヒアリングを行うと,次のよう
なことが語られた。 
 A校からは,「カリ・マネ表 1)を作成することで,
年間を通してつけたい力を目標として設定し,指
導の重点を意識することができる。カリ・マネ表
のおかげで,授業研の日だけでなく毎日の授業で
も継続的に指導することができている。」というこ
とが語られた。Ｂ校の研究主任は,「全担任がカ
リ・マネ表を作成しているため,参観者の立場でも
授業研を通して自分の指導を振り返って考えたり,
カリキュラムを手直ししたりすることができる。
このおかげで授業研が自分の実践に生かされてい
ると思う。」と語った。ヒアリング調査を行った 3
校では,すべての学校でカリ・マネ表を活用して授
業研究に取り組んでいることがわかった。 
このことから,カリ・マネ表を活用することで
指導の重点を担任が意識することができるように
なり,授業者のみならず参観者も授業研究の学び
をより日々の実践に繋げられる可能性が見えてき
た。また,授業研究会に向けてカリ・マネ表を作成
するという研修は,具体的な取組を考える実務作
業と一体となっていた。明日からの実践について
同僚と相談しながら協同的に考えることも授業研
究と日々の実践を繋げていると考えられる。 
②子どもの資質・能力を語る事後研について 
 図 5から,カリ・マネ実践校の方が,事後研にお
いて子どもの資質・能力について議題となるとい
う結果が得られた。なぜカリ・マネ表を用いるこ
とが子どもの資質・能力について話し合われるこ
とに繋がるのかヒアリングを行った。 
Ｂ校の研究主任は,「これまで(カリ・マネ表を
活用した授業研究に取り組む前まで)は,資質・能
力の評価方法は曖昧な感じだった。しかし,カリ・
マネ表で資質・能力に関する重点目標を設定する
ことで,評価方法についても具体的に考えるよう
になった。そのため,事後研でも,自然と子どもた
ちの資質・能力が育成されていたかが中心的に話
し合われている。」と語った。C校の研究主任は「本
校では学校教育目標の達成が教育の目的として明
確になっている。したがって,事後研では教育目標
から設定した各学級の重点目標(3 月までに目指
す子どもの姿)と授業研での姿を比較し,これから
この子どもたちの力をどう伸ばしたらいいかにつ
いて話し合われるようになった。」と語った。 
 このことから,カリ・マネ表を活用することで,
教員の意識が子どもたちの資質･能力に焦点化さ
れていくことがわかる。さらに,長期的な指導が求
められる資質・能力の育成を重点目標としている
ことで,授業研究での学びがよりその後の実践に
も繋がっていくことが推察される。 
③負担感の減少について 
アンケート調査において,カリ・マネ実践 3 年
目の学校の多くの教員は「授業研に対して負担感
が少ない」と回答していた。なぜ負担感が少ない
と感じるのかヒアリングを行った。 
A校の研究主任は,「子どもたちに力をつける見
通しがもてるようになり,指導することが明確に
なったことで負担感が減った。」と語った。B校で
は「カリ・マネ表を活用することで,授業研の年間
計画上の位置づけが一目で分かり,授業研を年間
の指導の一部として考えられるようになった。特
別な授業を創り上げるのではなく,普段通りの授
業でいいと考えられるようになったことが大き
い。」と研究主任は語っている。 
このことから,カリ・マネ表を活用することで
指導への見通しをもつことができ,普段通りの授
業を提案するように意識が変化したことで負担感
が減少したことがわかった。 
④実践上の課題について 
 ヒアリングを通して,カリ・マネ表を活用する上
での課題も見えてきた。「カリ・マネに取り組む前
の段階の時には,大きな負担感を感じた。」「学校目
標を意識しながら具体的な目標を設定することが
難しい。」「目標が具体的でない部分があると,評価
がしにくい。学期ごとのカリキュラム自体の評価
をすることが難しくなる。」ということが語られた。  
ここから,実践前にはカリ・マネに取り組もう
という気持ちはあるものの,新しいことを始める
ことに対する負担感や不安を感じることが確認で
きた。実践を行う上では,具体的な資質・能力の目
標を具体的にどう設定するかということに難しさ
を感じている。目標が具体的でないと,カリキュラ
ムの評価が難しくなることも明らかとなった。 
 
3 到達点と今後の課題 
本研究から, カリ・マネ表を用いた授業研究に
取り組むことで,授業研究での学びがより教員の
日常的な実践と子どもたちの資質・能力の育成に
繋がる可能性が示された。さらに,カリ・マネ表
を作成することで指導の見通しが立ち,普段通り
の授業を提案するように意識が転換されたこと
で,授業研究会に対する負担感が減少することが
確認された。  
課題として,目標設定や指導計画の立案・吟味
等を行う研修会の検討や,無理なく続けられるカ
リ・マネ表の形式の検討が必要であることが明ら
かとなった。また,ヒアリングでは聞かれなかっ
たが,カリキュラム自体の見直しを行い PDCAの
サイクルをしっかりと回す手立ての検討や,人
的・物的資源をどのように活用していくかという
ことも課題として挙げられる。 
 
注 
1)カリ・マネ表とは,学級担任が作成する重点目標
達成に向けたカリキュラム・マネジメント表のこ
とである。資質・能力にかかる重点目標の達成に
向け,子どもの実態を踏まえ,カリキュラム・マネ
ジメント 3つの側面から作成したカリキュラムを
記載した表である。各学校独自に開発し,カリ・マ
ネの計画を基に実践・評価・改善が行われている。 
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